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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 11月 19日 (2007.11.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筐 体 を 構 成 す る ケ ー ス 部 材 が 、 筐 体 を 構 成 す る ケ ー ス 部 材 回 路 モ ジ ュ ー
ル の フ レ ー ム に 、 ケ ー ス 部 材 の 外 表 面 側 か ら ネ ジ 止 め さ れ る 構 成 の 携 帯 型 電 子 機
器 に お い て 、
　

　

　 こ と を 特 徴 と す る 携 帯 型 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　

　
【 請 求 項 ３ 】
　

　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】

第 1 第 ２ 或 い は
当 該 第 1

所 定 の 接 続 台 装 置 に 対 し て 当 該 筐 体 を 載 置 し た 状 態 で そ の 接 続 台 装 置 と の 電 気 的 接 続 を
行 う 接 点 端 子 を 設 け 、 当 該 筐 体 の ネ ジ 止 め 用 の 凹 部 を 、 当 該 筐 体 が 前 記 接 続 台 装 置 に 載 置
し た 状 態 で 当 該 接 続 台 装 置 に 設 け ら れ た ロ ッ ク 爪 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 し 、

前 記 接 続 台 装 置 に 対 し て 当 該 筐 体 を 載 置 し た 際 は 、 前 記 接 続 台 装 置 と は 前 記 接 点 端 子 を
介 し て 電 気 的 接 続 を 行 う と 共 に 、 そ の 電 気 的 接 続 状 態 に お い て 前 記 ネ ジ 止 め 用 の 凹 部 と 前
記 接 続 台 装 置 の ロ ッ ク 爪 と が 係 合 し て ロ ッ ク さ れ る よ う に し た 、

前 記 ロ ッ ク 爪 は 、 当 該 筐 体 を 前 記 接 続 台 装 置 に 載 置 し た 際 に バ ネ の 付 勢 に よ り 突 出 駆 動
し 、 前 記 ネ ジ 止 め 用 の 凹 部 は 、 そ の 突 出 し た ロ ッ ク 爪 を 係 合 す る た め の 深 さ を 有 す る こ と
、

を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 型 電 子 機 器 。

当 該 携 帯 型 電 子 機 器 は 、 表 示 部 側 筐 体 と 操 作 部 側 筐 体 と が ヒ ン ジ 部 を 介 し て 回 動 可 能 に
設 け ら れ 、 前 記 ネ ジ 止 め 用 の 凹 部 は 、 前 記 操 作 部 側 筐 体 の 裏 ケ ー ス 側 に 設 け ら れ て い る こ
と 、

を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 型 電 子 機 器 。



　 本 発 明 は 、 所 定 の 接 続 台 装 置 へ の 載 置 に よ り 、 当 該 接 続 台 装 置 と の 電 気 的 接 続 を 行 う 携
帯 型 電 子 機 器 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 筐 体 に 接 続 台 装 置 の ロ ッ ク 爪 と 契 合 す る 凹 部 を 新 た に 設 け る 必 要 な く
、 筐 体 の ネ ジ 取 り 付 け 穴 を 利 用 し て デ ザ イ ン 的 制 約 を 解 消 す る こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 筐 体 を 構 成 す る 第 1ケ ー ス 部 材 が 、 筐 体 を 構
成 す る 第 ２ ケ ー ス 部 材 或 い は 回 路 モ ジ ュ ー ル の フ レ ー ム に 、 当 該 第 1ケ ー ス 部 材 の 外 表 面
側 か ら ネ ジ 止 め さ れ る 構 成 の 携 帯 型 電 子 機 器 に お い て 、 所 定 の 接 続 台 装 置 に 対 し て 当 該 筐
体 を 載 置 し た 状 態 で そ の 接 続 台 装 置 と の 電 気 的 接 続 を 行 う 接 点 端 子 を 設 け 、 当 該 筐 体 の ネ
ジ 止 め 用 の 凹 部 を 当 該 筐 体 が 前 記 接 続 台 装 置 に 載 置 し た 状 態 で 当 該 接 続 台 装 置 に 設 け ら れ
た ロ ッ ク 爪 に 対 応 す る 位 置 に 設 け 、 前 記 接 続 台 装 置 に 対 し て 当 該 筐 体 を 載 置 し た 際 は 、 前
記 接 続 台 装 置 と は 前 記 接 点 端 子 を 介 し て 電 気 的 接 続 を 行 う と 共 に 、 そ の 電 気 的 接 続 状 態 に
お い て 前 記 ネ ジ 止 め 用 の 凹 部 と 前 記 接 続 台 装 置 の ロ ッ ク 爪 と が 係 合 し て ロ ッ ク さ れ る よ う
に し た 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ス 部 材 の 外 表 面 側 に 形 成 す る ネ ジ 取 付 用 の 凹 部 を 、 接 続 台 装 置 の
ロ ッ ク 爪 と 対 応 す る 位 置 に 形 成 す る こ と に よ り 、 そ の 接 続 台 装 置 の ロ ッ ク 爪 の 係 合 部 と な
る の で 、 筐 体 に ロ ッ ク 爪 係 合 用 の 凹 部 を 新 た に 設 け る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 筐 体 の デ ザ イ
ン 的 制 約 を 解 消 で き る 。
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